
「自転車市民権獲得」から「玉石混交自転車ソフト充実」へ舵を切る中で、〔情報発信〕と〔人材交流〕を両翼として、目指すのは春需でソフトを売るため「日本の実情」に対応する〔二面性〕や〔二年跨ぎ〕を念頭に、〔日常利用〕を含む〔三種の道〕を網羅する〔ツーリング〕や〔レース〕の「グループサイクリング」を仕掛けて行きます。その考えは「サイクリング特区」に相当します。具体的には、【街道】で山口ブルべを、【山道】でらかんＭＴＢパークを、【町の道】で丸久・大塚セルフ自転車さんぽを、そして【ザッピング】として岩国かるたドライブを、それぞれ守備範囲を決めた上で、連携を密にして進められればと思います。  

▼▽▼▽▼▽▼▽▼ 

 
 

日常利用では最も身近な移動手段であり、スポーツ利用では趣味からオリンピックまで幅広く、その多様性に驚かされる

自転車。しかし自転車文化先進国とは言い難い、その走行環境の法的根拠が曖昧なのが「日本の実情」。 
 

その空白部分の補完を模索する自転車遊び実証実験実践チーム『転遊研』で、約１５年前から提唱しているのが、ハード、

ソフト、インフラ、ハートの四面から自転車市民権獲得を目指す「サイクリ

ングネットワーク再構築」。 
 

その間、震災需要やインバウンド需要があり、自転車活用推進法も施行

されましたが、「日本の実情」に大きな変化はなく、逆に日常利用では子

乗せ電動アシスト自転車問題が、スポーツ利用ではグループサイクリン

グのグレーゾーン問題が、それぞれ浮上しています。 
 

山口県では、明治維新１５０周年に合わせるように「サイクル県や

まぐち Project」が始まり、シンボルイベントやインフラ整備、人材

育成、そして各市町へのサポートなどを行っていますが、やはり

「日本の実情」の壁は見え隠れしています。 
 

それでも首長の号令による大規模イベントサイクリングや、地域興

しグループとの連携企画や、市井のサイクリストの活用企画など、日本全体を見渡せば成功例も少なくなく、山口県の地

政学的な面から見た各市町やプロショップの適度な距離感を強みとし、他のエリアとは異なるアプローチがあるのではと

考えた次第です。 
 

・・・山口サイクリングプロジェクト研究会・・・ 
 

全国に先駆けて「サイクリングネットワーク再構築」を行う企画提案です。 
 

サイクリングには様々な楽しみ方がありますが、多くのグループサイクリングは道路交通法等で制限があり、それが「日本

の実情」の一端となっています。そこで、スーパー先達の所属する地域貢献型マルチサイクリングクラブとして、「山口サイ

クリングプロジェクト研究会」を新たに立ち上げたいと思います。 
 

山口サイクリングプロジェクト研究会は、様々なサイクリング企画に対してアドバイスやサポートを行い、また空白部分のソ

フトの模索企画も行う先達集団で、以下のような組織図でマルチな活動を行うことを想定しています。 
 

＋ 

地域貢献型マルチサイクリングクラブ ≒ 山口サイクリングプロジェクト研究会 

※Ａ欄のサークルナインをベースに、Ｂ欄の既存の団体やグループや個人や関連施設でコアスタッフを形成し、Ｃ欄の「スポーツサイクリングファ

ンクラブ」を通じて情報収集をしながら、当初はＤ欄の体制で現状の分析を行い、将来的にはＥ欄のようなマルチな展開に繋げたい。 
＋ 

 
＋ 

 
＋ 

≪編集の二本柱≫ 
＋ 

イベントカレンダー 

サイクリングニュース 

＋ 

 
＋ 

＋ 

 
コアスタッフ 

＋ＹＣＡ＋  ＋ＹＣＦ＋ 
＋ 

＋ＣＰＳ＋  ＋ＣＫＹ＋ 
＋ 

＋ＥＣＲ＋  ＋ＯＣＣ＋ 
＋ 

（スーパー先達／Ａ級スタッフ） 
＋ 

＋山口サイクリングプロジェクト研究会・準備室(D1)＋  
＋ 

＋やましろ街道再生計画(D2)＋  ＋やましろサザンセトファミリーサイクリングクラブ(D3)＋  
＋ 

D1／スポーツサイクリングファンクラブの編集と会の立ち上げに向けた準備。 D2／やましろＭＴＢツアーズを通して山道利用の可能性を地元と協働で探る。 D3／アイランドハイランドやザッピング企画を模索。 
＋ 

＋山口サイクリングプロジェクト研究会事務局(E1)／日常利用とスポーツ利用の二面性を語る二年に一度のホワイトミーティング(E2)＋  
＋ 

＋スポーツサイクリングファンクラブ編集室(E3)＋   ＋サイクリングサポートサービス(E4)／チョイス(E5)＋  
＋ 

＋街道：山口ブルべ認定委員会(E6)＋   ＋山道：杣道再生計画(E7)＋  ＋町の道：150 メモリアルトーナメント実行委員会(E8)＋  
＋ 

＋クローズド＆オープン分科会(E9)＋   ＋サークルナインファミリーサイクリングクラブ(E10)＋  
＋ 

E1／貸し事務所等に専従スタッフを置くのが理想。 E2／各団体の年度の始まりや、社会人と学生の時間軸にズレがあるため 2 年に一度総会を開く。 E3／編集発行作業は独立系スタッフが行う。 E4／コアスタッフ

やＳ級先達が各種サイクリング企画のサポートを行う。またＡ級スタッフのトレーニングスクールも担う。 E5／サイクリングサポートサービス内の旅行業法に対応したインバウンド企画。 E6／ファストランツーリ

ングの認定制度。 E7／「ＭＴＢ企画が地域を救う」を念頭に、ツーリング、ラリー、レースなどを提案。 E8／THT26◇自転車さんぽの全国展開を念頭に、日常利用とスポーツ利用の架け橋的企画を行う。 E9／「自

転車市民権獲得」を念頭に、「レース＋ツーリング」や「スクール＋ポタリング」を行う。  E10／ファミリーやサイクリング初心者を対象にした山口サイクリングプロジェクト研究会独自の体験型クラブ活動も行う。 
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